
（別紙３）

〜 2025/3/1

（対象者数） 1 （回答者数） 0

〜 2025/2/21

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⽀援内容を職員間で共有し、ご家族との連携も引き続き⾏
なっていきます。ご家族と信頼関係を築くことにより、児
童へより良い⽀援が⾏えるよう関わっていきます。

2 児童や保護者の声にも⽿を傾け、今後も有意義に活⽤する
ことができるよう考えていきます。

3 男⼥⽐のバランスを配慮し、保護者のニーズにも応えられ
るよう、今後も受け⼊れ時に意識をしていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 時期やタイミングもありますが、様々な年代の児童を受け
⼊れていけるよう、意識をしていきます。

2 男⼥⽐のバランス等にも配慮をしながら、求⼈活動を⾏え
るよう努めていきます。

3 有事に備えた準備をしつつ、研修等を続けながら、スタッ
フのスキル向上を⽬指します。

○事業所名 株式会社FUCHA COCO HOUSE 津幡（児童発達⽀援）

○保護者評価実施期間 2025/2/17

○保護者評価有効回答数

2025/2/17

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025/3/1

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

⾮常時の対応が不安
避難訓練の実施やBCP等の整備をして体制を整えています
が、実際の災害等が起こった際の対応は経験不⾜としてある
ため、有事の対応について不安なところがあります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

中学⽣以上の児童が少ない
⼩学校年代の児童が多く、中学⽣、⾼校⽣が少ないという構
成になってしまっています。

男性スタッフが少ない
男性スタッフの求⼈が少ないことから、⼥性スタッフが全体
の9割ほどを占めています。

個別の療育⽀援を⾏なっている

児童の成⻑に合わせて、⽀援内容を⽀援者が⼯夫をして
準備をしています。その⽇の体調や気持ちに合わせて、臨機
応変に⽀援内容を変更しています。
保護者の要望にも寄り添い、児童本⼈と保護者に満⾜感を感
じてもらえるような⽀援を⼼がけています。

敷地内に庭があり、体を動かすことができる

敷地内に庭があり、夏はプール、冬は雪遊びなど、季節に応
じて児童が楽しむことができています。平常時も⻤ごっこや
サッカーなどを通し、運動をする楽しみややりがいなどにつ
ながっています。

同年代の児童が集まっている

利⽤児童の男⼥⽐が同じくらいで、中学⽣以下の児童が多い
ことから、同年代での関わりを持つことができています。特
に⼥⼦児童の保護者より同性のお友達と過ごしたいという
ニーズがあるため、叶えることができています。

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙３）

〜 2025/3/1

（対象者数） 22 （回答者数） 19

〜 2025/2/21

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⽀援内容を職員間で共有し、ご家族との連携も引き続き⾏
なっていきます。ご家族と信頼関係を築くことにより、児
童へより良い⽀援が⾏えるよう関わっていきます。

2 児童や保護者の声にも⽿を傾け、今後も有意義に活⽤する
ことができるよう考えていきます。

3 男⼥⽐のバランスを配慮し、保護者のニーズにも応えられ
るよう、今後も受け⼊れ時に意識をしていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 時期やタイミングもありますが、様々な年代の児童を受け
⼊れていけるよう、意識をしていきます。

2 男⼥⽐のバランス等にも配慮をしながら、求⼈活動を⾏え
るよう努めていきます。

3 有事に備えた準備をしつつ、研修等を続けながら、スタッ
フのスキル向上を⽬指します。

○事業所名 株式会社FUCHA COCO HOUSE 津幡（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 2025/2/17

○保護者評価有効回答数

2025/2/17

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025/3/1

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

⾮常時の対応が不安
避難訓練の実施やBCP等の整備をして体制を整えています
が、実際の災害等が起こった際の対応は経験不⾜としてある
ため、有事の対応について不安なところがあります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

中学⽣以上の児童が少ない
⼩学校年代の児童が多く、中学⽣、⾼校⽣が少ないという構
成になってしまっています。

男性スタッフが少ない
男性スタッフの求⼈が少ないことから、⼥性スタッフが全体
の9割ほどを占めています。

個別の療育⽀援を⾏なっている

児童の成⻑に合わせて、⽀援内容を⽀援者が⼯夫をして
準備をしています。その⽇の体調や気持ちに合わせて、臨機
応変に⽀援内容を変更しています。
保護者の要望にも寄り添い、児童本⼈と保護者に満⾜感を感
じてもらえるような⽀援を⼼がけています。

敷地内に庭があり、体を動かすことができる

敷地内に庭があり、夏はプール、冬は雪遊びなど、季節に応
じて児童が楽しむことができています。平常時も⻤ごっこや
サッカーなどを通し、運動をする楽しみややりがいなどにつ
ながっています。

同年代の児童が集まっている

利⽤児童の男⼥⽐が同じくらいで、中学⽣以下の児童が多い
ことから、同年代での関わりを持つことができています。特
に⼥⼦児童の保護者より同性のお友達と過ごしたいという
ニーズがあるため、叶えることができています。

事業所における⾃⼰評価総括表公表
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